
益、胸骨提起三ヨ直留

「 いいまち今金夢のまち

1月末の人口動態人口 8，534(-5)男 4，135( + 1 )女 4，399(-6)

世帯数 2，575(0)死亡 4人 転出 19人( )は前月対比
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日
本
最
古
の
首
飾
り
、

「
役
場
ロ

ビ

で

展
示
中
」

一
度
見
て
み
て
は

ビ

ズ

白ま議舌の霊

量曙.~ne. 1g2季初こ時喜
ーが使っても唱も@で、 IIHa毒で母語"

割引品岬百二総司四・
周目的8.$1&.ザ司軒 製品』
..でゐ? oている..で、週そ0<
町ヲレス@抽aして輔されてい忽

ものでし.，.
重〈幅削割問包いろいる8

ネックレスガ'nっ。ってい..，弘 Wヲ

レて多也、も@で匂お，.省hI.L.~tl'っ
て 長噛d弘 揖酎で眠、最

h脚一 明開宵.

lou 
'--'・・

事内'まと轟ノ!帥孟

，. 

ー
~・



た
き
火
跡
か
ら

や
魚
の
油
検
出

日
本
仏
古
の
首
飾
り
の
ピ
l
ズ
(
玉
)
や
世
界
的
に
も
類
例
が
少
な
い
矢
じ
り
な

ど
の
製
作
過
程
と
な
る
丸
い
石
の
接
合
資
料
が
、
美
利
河

I
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。

国
の
重
要
文
化
財
に
値
す
る
抗
涯
を
資
料
を
広
く
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、

町
教
委
は
1
月
初
日
役
場

ロ
ビ

l
で
英
利
河

I
遺
跡
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
、
こ
の
除
幕
式
と
、
克
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
文
化
庁
な
ど
の

専
門
家
を
招
き
、
美
利
河
追
跡
の
位
置
づ
け
、
保
存
対
策
に
つ
い
て
解
説
が
あ

り
ま
し
た
.

「捷
利
河
I
遺
跡
翻
査
か
ら
」

道
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
財
保
股
主

事

長

『
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
流
れ
と
契
利
河
遺
跡
」

道
教
育
委
n
H
会
教
育
部
文
化
球
主

幹

竹

凹

「
世
界
的
、
全
国
的
に
み
た
美
利
河
I
遺
跡
の
位
置
づ
け」

国
学
院
大
学
教
授

小

林

「
黄
利
河
遺
跡
の
石
舞
づ
〈
り
技
法
」

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

考
古
計
画
研
究

室

長

松

「
羨
利
河
I
遺
跡
の
保
存
と
活
用
』

文
化
庁
記
念
物
株
主
任
文
化
財
別
査
白

講
師
と
演
題
は

こ
の
講
演
会
に
は
、
町
内
の
人
を

始
的
、
地
学
団
体
研
究
会
札
帆
支
部

の
人
速
や
学
践
者
な
ど

1
0

0
人
余

• • 
と
な
る円

-
詞
伊
即
日

日
本
列
島
の
美
利
河
逃
跡
、
日
本

石
慌
の
特
徴
的
な
の
は
、
不
定
形
的

か
ら
定
形
的
に
な

っ
て

い
る
。
灼
へ

ん
的
な
機
能
の
利
用
で
あ
る
。

第
二
期
の
特
徴
は
、
定
形
的
な
石

慌
が
現
わ
れ
て
い
る
。
材
料
の
選
択

で
あ
る
。

心
が
ま
え
だ
け
で
な
く
‘

道
具
と
し
て
取
扱
い
、
目
的
が
あ
る
。

文
化
を
見
せ
て
お
り
、
こ
こ
に
美
利

河
遺
跡
が
印
刷
し
て
く
る
。

第
三
則
の
特
徴
は
、
制
石
刃
が
登

場
し
、

一
ツ
ひ
と
つ
で
な
く
、
組
立

て
道
具
、
部
品
と
し
て
造
ら
れ
、
出
糾。。
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.発掘された石器群
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牟

氏

輝

副主

氏

迷

!ft 
氏

訂t

.!II!. 

生
氏

1日I

車屯

之
氏

阪

が
集
ま
り
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

英
利
河
遺
跡
は
、

日
叫
年
英
利
河
ダ

造
変
化
が
兄
ら
れ
る
。

細
石
刃
向
具
体
的
内
容
は
獲
物

の
体
中
に
制
石
刃
が
伐
り
、
傷
口
を

大
き
く
す
る
役
削
を
は
た
し
た
。
出
世

物
が
倒
れ
る
の
を
待

つ
や
り
方
、

北

半
島
か
ら
東
北
に
か
け
て
そ
う
で
あ

る。
本
州
の
内
部
形
石
器
は
、
ほ
と
ん

ど
発
見
さ
れ
て
い
主
い
。
文
化
的
発

展
と
は
別
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
え
る
。

日一滞日れ恥
U

北
海
道
は
無
人
の
状
態
で
は
な
く
、

居
住
率
が
低
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

細
石
詩
文
化
が
発
達
し
だ
す
と、

北

ム
工
事
の
土
取
場
用
地
と
し
た
丘
陵

地
帯
、
土
質
捌
査
に
あ
た
り
発
見
さ

れ
た
。

こ
の
発
概
別
査
が
、
目
岬
年

ω年
の

一一

ヵ
年
に
わ
た
り
道
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
も
と
に
発
掘
、
学
術
的
に

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

[
1刊
日

均

的

[

]

英
利
河
追
跡
は
、
今
か
ら
1
万
2

千
年
1
1
方
4
千
年
一
川
に
さ
か
の
ぼ

り
「
旧
石
川市
時
代
」
へ
と
夢
は
る
か
、

地
球
上
で
人
間
が
生
活
を
は
じ
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
約
1
0
0
i

2
0
0
万
年
前
と
言
わ
れ
て
い
る
。

北
海
道
で
も
Z
万
年
く
ら
い
い
川
に

住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た

道
具
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
2
万
年

前
の
地
球
は
、
品
後
の
氷
河
期
で
あ

り
、
海
水
は
呪
在
よ
り
1

5
0
メ
ー

ト
ル
位
い
低
く
宗
谷
海
映
や
間
宮
海

峡
の
よ
う
に
陸
橋
で
‘
北
海
道
と
シ

ベ
リ
ア
大
陸
は
陸
づ
た
い
で
‘
往
米

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

• 
海
道
は
突
然
的
に
人
間
の
数
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
第
三
期
が
北
海
道
で

あ
る
。
発
見
は
、
東
北
2
万
4
千
簡

所
、
北
海
道
9
千
節
所
、
而
制
比
か

ら
す
る
と
少
な
く
、
発
見
が
遅
れ
て

お
り
、
北
海
道
の
み
つ
め
な
お
し
が

必
要
だ
。

制
石
刃
文
化
は
、
日
本
で
あ
っ
た

か
|

|
。
カ
ラ
フ
ト
、

y
ベ
リ
ア
大

陸
、
ア
ラ
ス
カ
に
分
布
し
て
い
る
。

〔品目
M
U
j〕

氷
河
川
は
、
海
の
ホ
を
減
ら
す
役

別
を
も
ち
、

y
ベ
リ
ア
は

y
ン
ド
ラ

地
初
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
北

海
道
は
、
植
物
、
動
物
に
恵
ま
れ
た

*制河llBi盆，.

" 
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美和j河111遭鎗

英
利
河
は
、
人
が
住
ん
で
い
た
の

で
は
な
く
、
当
時
の
人
達
の
道
筋
で

は
な
か

っ
た
か
。
県
附
石
が
あ
り
‘

周
辺
は
皿
く
木
炭
が
あ
る
。
お
そ
ら

く
火
を
た
い
た
跡
で
あ
る
。
と
の
概

略
を
開
年
7
月
号
町
広
報
紙
で
掲
載

し
ま
し
た
。

( 2) 

品
川
均
一
一
日
十
〕

今
回
の
講
演
会
の
中
で
、
日
万
点

も
の
石
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、

今

か
ら
約
1
万
i
l
万
4
千
年
も
前
の

人
び
と
が
使
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ

う
し
た
石
総
群
も
珍
し
い
。

特
に
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
日
本

で
一
番
古
い
玉
(
ピ

l
ズ
)
が
れ
き

の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
基
の
跡
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
.

こ
の
玉
は
‘
か
ん
ら
ん
岩
で
出
来

て
お
り
、
こ
の
石
は
、
北
海
道
、
日

本
の
も
の
で
は
な
い
と
言
う
可
能
性

が
強
い
。
玉
は
ネ
ッ
ク

レ
ス

の
一
部

と
忠
わ
れ
、
現
在
、

日
本
で
発
見
さ

れ
て
い
る
物
の
中
で
は

一
番
古
く
、

類
例
は
、
知
内
町
湯
の
里
四
遺
跡
の

基
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

東
北
ア
ジ
ア

一
指
で
も
同
時
期
の

装
身
具
が
中
国
や
ソ
連
の
い
く
つ
か

の
遺
跡
で
み
つ
か

っ
て
い
る
が
、
数

は
限
ら
れ
、
美
利
河
の
玉
は
日
本
だ

け
で
主
く
世
界
的
に
も
鼠
袈
な
資
料

自
然
環
境
に
あ
り
、
人
口
密
度
が
高

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

北
海
道
は
国
際
的
な
中
心
地
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
遺
跡

の

一
致
が
凡
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

石
総
も
、
北
海
道
内
部
で
発
達
し
た

と
考
え
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

日
本
文
化
、
北
海
道
文
化
に
し
て

も

m段
階
的
編
成
が
見
ら
れ
る
。
大

陸
と
の
結
び
つ
き
と
、
主
体
性
が
あ

っ
た
。
英
利
河
遺
跡
は
重
要
で
あ
る
。

間
際
文
化
と
し
て
ビ
ー
ズ
(
玉
)

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
梢
神
文
化
に

共
通
し
た
も
の
で
シ
ベ
リ
ア
と
流
通

が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
、
え
ら

れ
、
密
扱
さ
が
強
め
ら
れ
る
。

英
利
河
は
、
自
然
環
境
が
品
く、

波
ね
半
島
の
中
核
的
な
役
割
を
も
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

石
器
づ
く
り
1

」

技
法

L

人
類
が
石
器
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
‘

1
8
0
万
年
前
と
も
百
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
自
分
の
意
志

で
、
自
分
の
ほ
し
い
破
片
を
取
る
、

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
.
一
ツ
の
石
材

か
ら
何
個
も
の
細
石
刃
を
と
っ
て
い

る。
ど
う
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
‘
わ

か
ら
な

い
。
石
器
は
純
文
時
代
か
ら

〕

で
あ
る
。
英
利
河
を
考
え
て
ほ
し
い
。

3

俺、、

r
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原
始
人
と
差
別
し
て
い
る
が
、
こ

の
技
術
は
す
ぐ
れ
、
計
算
さ
れ
て
い

ス旬。
業
利
河
に
あ
る
の
は
原
石
で
は
を

い
か
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て

の
け
る
こ
と
が
出
来
る
人
が
美
利
河

に
い
た
こ
と
に
な
り
、
偉
大
で
あ
る
.

ヤ
リ
、
ヤ
リ
と
言
う
が
本
当
に
ヤ
リ

に
使
っ
た
も
の
で
あ
る
か
で
あ
る。

紫
材
は
石
で
あ
り
‘
石
町
中
心
を

使

つ
て
の
石
器
づ
く
り
で
あ
る
。
業

利
河
の
中
に
あ
り
、
割
る
順
序
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

カ
の
配
分
、
打
占
の
選
択
、

が
大
切
で
は
な
か
っ
た
か
。

技
術

円
i
M
M

と配〕

美
利
河
は
、

1
万
2
千
年
前
に
さ

か
の
ぼ
っ
た
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

厩
史
を
知
る
に
は
‘
遺
跡
に
よ

っ
て

た
ど
る
よ
り
他
は
な
い
.
唯

一
の
資

料
で
あ
り
、
後
生
に
残
す
義
務
が
あ

'
Q

。こ
う
し
た
逃
跡
を
放
置
す
る
の
で

は
な
く
、
現
代
に
あ
っ
た
活
用
、
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

保
存
に
つ
い
て
は
、
地
元
町
熱
意

と
理
解
が
な
く
て
は
残
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。

学
校
名

今

金

氏

名

性

別

保

園

者

新

谷

麻

理

子

女

仁

吉

野

久

和

男

寿

三
浦

河

附

則

正

点

末

藤

喜

代

子

女

森

義

山
形
早
敦
子

女

謙

次

飯

間

忍

抗

政

史

池

間

和

也

初

光

州

引

稲

垣

彩

紀

男

訓

正

山

本

麻

由

女

茂

樹

加

藤

山

紀

女

一u
柏

木

村

博

羽

信

雄

山
口

和

美

女

弘

遊

沢
U

U

M
子

止

制

治

須

山

叶

苦

情

英

雄

" " " " " " " " " " " " " 
勲
ー~y、

YJ 等

人，

金

谷

崎

弘

典

藤

合

照

美

日
世
恵
理
子

F
山

菜

存

佐

藤

拓

牧

凹

聖

美

飯

山

拓

也

村

本

文

立

米

山

裕

子

長
崎
あ
ゆ
み

内
ヶ
h
阿
武
志

小
池
奈
華
子

斉

藤

信

子

市
別
谷
川
子

白

岩

拓

也 • • ヲJ 女女女 .~)j 女女 9~ 引;女 YJ k.女女-9J
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単

光

旭A

日

等
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
質
疑
に
入
り
‘

聞
い

1
「美
利
河
の
石
器
が
戻
る
と

は
思

っ
て

い
な
か

っ
な
。

旧
石
器
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
技
術
に
お
ど
ろ
く
。

県
服
石
の
あ
る
場
所
は
、

3
0
0
キ

ロ
も
雌
れ
‘
距
雌
的
に
も
大
変
で
あ

っ
た
と
思
う
。
生
活
的
コ
ミ

y
ク
ス

で
あ
る
。
当
時
の
生
活
全
般
に
つ
い

て
衣
食
住
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
日
と

の
質
疑
が
あ

っ
た
。

答
え
』
「
生
活
文
化
は
断
定
し
が
た

い
。
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
器
能

は
狩
猟
、
漁
猟
で
あ
る
が
植
物
を
主

と
し
て
い
た
。
英
利
河
町
植
物
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
白
ん
で
い
た
と
考
え

学
校
名

美
利
河

↑νし匂甲

-
守

1

ヲ司何

中

単

郡

川

氏

名
丸

山

明

干

鈴

木

忍

伊

藤

蛸

之

佐

藤

弘

章

伊
藤
只
由
美

吉
間

務

秋

山

忠

志

u
a
 

'

t

i

 

即

日

智

也

安

迷

真

司

六

鉛

俊

昭

防
相
間
忠
他

尾

形

英

詰

管

野

勇

樹

平

到

圭

子

" " " " " " " " " " " 
メ〉、

ゴk

m中
山
此
向

拐

元

千

秋

矢
内
美
紀
子

伊

勢

和

訓

伊
藤
絵
製
佳

宮

北

礼

子

吉

田

敦

子

山

沢

出

子

伊

藤

史

腕

川
合
知
佳
子

小

林

抗

稲
岡
市
山
菜

矢

野

淑

彦

佐
藤
的
ぐ
み

水

本

和

芳
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サ一 明 育l夫広 yJ 則子 二

く
諸戸忠左ェ門さん

(88歳)

ら
れ
る
.

行
動
閤
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
で

あ
る
が
、
印
キ
ロ
程
度
が
見
込
ま
れ
、

英
利
河
は
、
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
的
で、

中
心
的
条
件
の
位
置
で
は
な
か

っ
た

カ
U

聞
い

l
「
た
き
火
跡
か
ら
骨
の
可
能

性
が
あ
る
と
言
う
崩
し
を
聞
い
た
が
」

答
え
H
U

「
火
の
た
い
た
跡
が
あ
り
、

分
析
し
た
結
川
市
、
脂
肪
酸
が
検
出
さ

れ
た
。
艇
の
油
、
仙
一
の
油
が
確
認
さ

れ
た
U

な
ど
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。

終
り
に
あ
た
り
、
河
端
町
長
か
ら

「
英
利
河
遺
跡
の
展
示
除
幕
式
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
感
謝

君ill

) r 1 

山

口

留

美

小

岩

郷

子

下

本

剛

士

寸

t
f
r」、
r

キ
4
7
3
d
J

斉
藤
香
津
士

小
西
班
由
美

P
包

4
1

準
1
2
r

Z

4

7

+
ニ

ι

高

島

梢

鉢

呂

措

之

浜

賢

宏

美

大

崎

悦

仲

奥
村

一
茂

伊

藤

麻

美

上

里

満

男

長
谷
川
義
明

開
閉

一
舟

" 
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向
井
一
示
征

水

口

卓

忠

岡
林
小
百
合

竹

谷

幸

子

木

向

理

江

沢

口

千

春

板

本

純

情

上
野
悦
制
旧

渡
瀬
ル
ミ
子

笹

森

美

容

恥

n
H川
れ

位

『

M

犬

塚

学

大

平

尚

樹

笹
森

一
芳

山

北

和

彦
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こ
の
表
彰
は
、
日
本
回
天
皇
が
認

め
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
理
府
批
勲

局
長
名
の
も
と
に

2
月
1
日
阜
居
に

お
い
て
受
彰
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
‘
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
ず
、

2
月
8
日
古
水
柿
山
支
庁
長
が
来
町
、

役
場
に
お
い
て
こ
の
伝
達
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

問
戸
さ
ん
は
、
明
治
幻
年
今
金
町

生
ま
れ
、
明
治
判
年
利
別
村
第
五
利

別
尋
常
小
学
校
を
卒
業
、
以
来
‘
開

拓
創
成
期
の
農
業
に
従
事
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
問
、

昭
和
団
年
利
別
村
役
地

(4) 

す
る
.

古
考
学
的
生
活
の
流
れ
、
意
義
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。
行
政
と
し
て
一
見

に
道
教
委
、
文
化
庁
の
指
導
を
賜
わ

り
な
が
ら
全
町

一
致
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
と
の
教
訓
を
も
と
に
、
大
切
さ

を
型
解
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
と

り
進
め
た
い
日
と
‘
こ
の
講
演
会
の

締
め
く
く
る
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
今
、
役
場
ロ
ビ

l
で
英
利
河

泣
跡
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
多

数
み
に
き
て
く
だ
さ
い
。

1
万
年
以

前
と
対
面
が
で
き
ま
す
。

天

間

紗

織

坂

本

好

史

小

松

聡

子

長
谷
町
仙
楽

長

谷

友

普

小

山

啓

子

河

問

功

曾
我
内
麻
希

出

口

被

鈴

木

忍

市

続

殺

広

山
崎
真
梨
子市

1
1
8
名

器
こ
の
名
簿
か
ら
も
れ
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
育
委
員
会
に
、
』
連
絡
く
だ
さ
い
。

A、-， 

金

高

橋

点

美

h
H
V

山

拓

也

藤

岡

従

史

小

川

透

八
重
懐
理
恵

中

犠

持

治

岡

島

英

幸

伊

藤

樹

里

遠

藤

牧

子

河
村
mu
一
郎

遠
山

晃
宏

中
虫
日
出
勝

菊

地

秀

幸

小
田
島
裕

一

菱

田

知

明

森

誕

祭

干
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制
強
委
円
以
、
昭
和
幻
年
良
地
委
員

更
に
は
、
昭
和
初
年
今
金
町
議
会
議

円以
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
州
挙
さ
れ

る
こ
と
凶
州
、

同
年
山
に
わ
た
り
今

金
町
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
酪
農
郷
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
る
な
ど
、
農
業
悲
盤
づ
く
り
に
鍔

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
数
多
く

の
功
紛
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

什
H

岨
臨
も
、
附
和
叫
年
北
海
道
町
村

議
長
会
長
、
全
国
町
村
議
長
表
彰
な

ど
を
受
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
功
純

が
惚
め
ら
れ
て
此
の
た
び
の
栄
拾
に

飾
い
た
も
の
で
す
。

( 5 ) 



いいまち今金夢のまち第3回雪まつり

閣制醐樹事
今
回
で
三
回
目
と
定
出
制
し
た
、
こ
の
小
J

ま
つ
り
が

2
刀
8
目
、
9
目
的
両

H

に
わ
た
り
留
ま
つ
り
実
行
委
以
会
の
も
と
に
川
似
、
ま
す
ま
す
の
脱
出
叫
よ
り
で

し
た
。

mw山
保
づ
く
り
に
は
、
柑
あ
ま
り
の
科
職
場
や
町
内
会
、
グ
ル
プ
‘
同
体
に

よ
る
ジ
ャ
ン
ボ
苛
像
や
保
育
所
関
児
、
幼
祁
聞
児
に
よ
る
ミ
ニ
吉
川
田
刊
基
が
会
場

一
一
料
に
立
ち
並
び
、
似
し
も
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
花
火
大
会
、
風
船
側

• • 

( 6 ) 

ゲ
ー
ム
、

N
T
T
の
餅
っ
き
は
や
し
、
コ

ー
ル
マ
ミ
ー
に
よ
る
雪
ま
つ
り
讃
歌
、

北
村
勝
範
さ
ん
、
川
津
恒

一
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
日
刊
場
太
鼓
、
克
に
北
部
総
山
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
と
多
彩
な
る
催
し
。

家
族
ず
れ
や
友
達
同
志
、
述
目
、
入
、

入
、
人
の
波
、
ス
ベ
リ
台
で
遊
ぴ
観

問
を
上
げ
る
子
供
た
ち
、
位
抽出
の
紫
附
ら
し
さ
に
「
す
ぜ
え
ー
な
あ
」
と
幣
き

の
刊
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

出
府
や
パ
ザ
l
会
場
も
洲
郎
、
出
る
場
所
も
な
く
立
ち
食
い

の
人
述
と
混
締

よ
り
、

4
・
モ
茨
や
日
削
.
や
き
と
り
、
う
ど
ん
等
に
吾
川
づ
っ

A
、
い
ず
れ
の
会

場
も
大
賑
わ
い
よ
り
で
し
た
。

こ
う
し
た
二
日
間
的
行
の
祭
典
も
持
積
団
体
が

一
月
下
旬
か
ら
辿
日
述
夜
、

寒
気
と
闘
い
な
が
ら
の
苦
労
、
努
力
の
作
品
で
す
。
こ
う
し
た
苫
像
が
庁
た
っ

た
こ
日
で
取
り
こ
わ
す
の
は
も
っ
た
い
な
い

庁
と
の
戸
も
あ
る
よ
う
で
す
。

• • 

(7) 



~t 

1毎
道

産

業

主主

献

高校進学
品校に入ってか b、校JIIJi主反な Eが直接の引き金になって学

校と のJ::Jにトラブルカ:'1じ、ニれが元で非行を起こすケースも

C少な〈ありません。 ニう Lto子供の胸中には 中学時代の進路

決瓦をめくる不渦がくすぶって いるニとがよ〈あります.

い
ま
は
な
に
ご
と
も
イ
ン
ス
タ

ン
ト
が
喜
ば
れ
ま
す
。
手
間
ひ
ま

か
け
て
は

い
ら
れ
な
い
、
と
い
う

の
で
食
事
な
ど
で
も
フ
ァ
ー
ス
ト

・
フ
ド
が
大
流
行
で
す
。

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ど

も
の
育
て
方
も
だ
ん
だ
ん
せ
っ
か

ち
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
っ
さ

と
大
き
く
な
っ
て
く
れ
な
い
か
、

l今金町監査委員が変りました 1 

正雄氏側
今金町字今金

大和谷
2月 1日かが、小岩隆ーさんの後任として、

仏大和谷さんが選任されました。

賞

を

今金町宇白石

石川正さん

どの高校に行〈カ 一一一進路を決めるにあたって税干ーの問でど

フいう J，r;L合いがなされたか。 いま i凪っている;r!j般を選んだ

時止さな理111. .11機は何t.:勺たか 本人の強い1iiC(Lによるも

のか、税の決定にしぶ しぶ従った結架か、先生のア ドパイスは

どの科度あったか一一一。裂は、高校を選ぶにあたって、どの桂

!主本人の立見が反映されているかと に うことです.

A"i:五校 ではな 〈、 B~':j校に行きた t 、一一一子供の意見をまず尊

ifJ:してあげて〈だきも、。選択にあたって いちばんm袈なことは、

わが壬のそチベ ション (動機づ 11)を大切にすることです.

事ニの高校は 自分で選んだんだ'ぃ、 う気持ちを持ち続ける こ

とができるように、ご同組は配慮 して いただきた L、のです.

.進路の決定 は子供の動機づけを大切に

• • 
-Yか
内
ノ

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

附

属

幼

稚

園

園

畏

外
山

滋
比
古

早
く
手
が
離
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
、
と
ひ
そ
か
に
願

っ
て
い
る
お
母

さ
ん
が
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
1
7
は

一
日
に
し
て
な
ら
ず
、

と
い
い
ま
す
。
り
っ
ぱ
な
こ
ど
も
が

イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
育

っ
た
り
す
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
あ

ま
り
き
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ク
ン
ト
ウ
と
い
う
こ
と
は
が
あ
り
ま

北海道労働基準局では、このたび 1月23日

以降の北海道内に適用される最低賃金を下記

のとお り改定しました。

北海道の霞低賃金の改定について

受

賞

(67歳)

こ
の
表
彰
式
が
2
月
口
日
札
帆
市

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
か
ら
引

在
に
至
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り、

農
業
共
済
組
合
秘
書
部
価
会
委
円
以
と

し
て
務
め
ら
れ
、
農
業
共
済
事
業
の

推
進
、
政
家
経
済
の
安
定
向
上
と
、

地
域
の
農
業
振
興
に
JH
献
さ
れ
て
き

t は 3 いま L ても、まだ H~iïCJ半の中学生のことです。選択

の動機も ご問鋭か らすれば未軌で、おそま つな考えと映ること

でしょう.伊lぇぱ「制!取引カ ッコL叫、Jfムムクラブが強〈、全

l'l.k全 に出ている Jr!.ffきな先端が行って いる Jf服装 盟主型が自

11.11': J ー←こう Lた血11]'c'志望校を決めようとするニとがあり

ます. これに対 Lてご阿税はかlの尺度で応じます.帥lぇぱ「親

のJUI待を満足させて〈れる Jf大学進学に有利Jf隣近所の目を定、

臨して」 ランク付けの日 州、高校を子供に納めがちです。 し

かも.者而上は助言、励ましという形をとりなが b、実は、「お

IIIjの将来のためには絶対A校ょ IJ という強制の気持ちを胸に

絡めて.その結*、両者の話し合いは平行線をた r~.子供は
EうLてc，c、か分カ・らな〈なって「だった b高校なんか行カaな

いよ J t aレ出したり L.Iす。

.親はランクづけの高い学校を勧めがち

す
。
薫
陶
と
お
き
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
人
の
感
化
に
よ

っ
て
ほ

か
の
人
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

り
っ
ぱ
な
人
間
に
育
て
る
の
が
新
陶

で
す
。
心
の
深
い
と
こ
ろ
へ
影
響
を

与
え
る
本
当
の
教
育
の
、
」
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
た
と
え
の
怠
昧

ペ
ン
キ
教
育

• • 
ま
し
た
。

こ
の
問
、
出
菜
食
脳
間
務
委
品
、

成
業
委
以
、

内
抗
協
理
事
、
真
に
は
‘

同
年
か
ら
現
在
に
主
る
ま
で
町
級
会

議
員
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
実
級
が
認
め
ら
れ
、
此

の
た
び
の
北
海
道
知
事
表
彰
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

t>て、 税と Lてはどう対処すればc，c、ので Lょうか。IlIJ違っ

ても次のよ うなせり 品世 円にしては困ります f，お臨い・だから

同校だけは行って。おまえのペう ことは何で むJUJくから J.これ

をJったとたん、子供は「親のために行ってやる J ~いう 気持

ちが心を占めるようになって いきがちです。 そLて、高校に通

うようになって L "1E1(ら t、休んた・って L・t・to'ろう、 ffって

やって るんだから"な Eと親の意向を逆手に tったりします。

子供の志望理由が大人の白からみて例ぇ幼稚であって も 否

定してカiカるのではなく、それを出発占に話 し骨いを続ける こ

とが大切です。その過般で、幅広い視野と人当という長期の視

点に立って志望校が決め bれるよう、ご両観でアドバイス Lて

あげて(tO' t>ぃ.

〔指導〕岩佐詩夫 ・11・1警抗日，l!tl四谷合年センター ・カウンセラー

.、、親のため に行 <"と い う気持ちを持 たせない

し
い
陶
器
が
で
き
る
。
こ
れ
が
燕
陶

の
も
と
の
意
味
で
し
た
。

教
育
が
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
い

う
の
で
、
こ
の
こ
と
ば
を
的
り
て
き

て
、
自
に
見
え
な

い
、
す
ぐ
れ
た
感

化
の
こ
と
を
煎
陶
と
よ
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
ど
も
の
育
つ
家
庭
に
も
、
親
の

愛
情
と
い
、
ヲ
お
香
の
か
お
り
が
立
ち

こ
め
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
家
風
で
す
。

こ
の
空
気
が
汚

染
さ
れ
て
い
た
り
し
て
は
、
り
っ
ぱ

な
こ
ど
も
は
育
ち
ま
せ
ん
。

出
浄
な
家
風
で
こ
ど
も
の
心
を
育

て
上
げ
て

い
く
の
は
ま
さ
に
誠
陶
で

す
。
こ
の
ご
ろ
の
せ
っ
か
ち
な
お
母

最低白金的件名
置低賃金開

u 宮a E年 "1軒a

宜料品製造推
3.782 473 
3.377 423 

醐 雌 産

"" 3.666 459 
木材 ・木製品 ・家具 3.864 483 
世{苗品製造業 3.413 427 
パルプ・紙・紙加工品 4.00。500 
製 近造 草 3.429 429 
11'1 版・印刷 3.918 490 
同閣連産車 3.504 438 
i官提 土石 3，867 484 
向開通産聾 3.416 427 

柚聾慣捕及5び5金5白挺属動製車議整品符主i首主製車君造] 
3，920 490 
3.420 428 

卸 二~t千

"" 3.687 461 
石 政 拡 聾 5.534 
金品鉱業等 5.534 

(地域包括 最 侯 賃 金)

l二百己の産業別最低賃金が適用 されない労働者

に適用

E 

(産 業 別 最 低 賃 金)

で
、
も
と
も
と
は
焼
き
も
の
を
つ
く

る
と
き
の
こ
と
ば
で
し
た
。
陶
器
を

つ
く
る
の
に
、
た
だ
の
土
を
こ
ね
て

成
型
す
る
の
で
は
な
く
、
香
を
た
い

て
そ
の
か
お
り
を
土
に
し
み
こ
ま
せ

る
。
こ
う
し
た
土
を
二
ね
て
こ
し
ら

え
た
も
の
を
焼
き
上
げ
る
と
す
ば
ら

出 道 内のすべての事業に働く労働者に適用

されますが、 」ニ記の産業に働 く労働者につ

いては、 それぞれの産業別最低賃金が迎m
されます。

民 精皆勤手 当、通勤手当、家族手当は'u入

されません。

最低賃金額以上の賃金を支払わないと最低

賃金法違反となり、処罰される二とがありま

す。

詳細 については、

-;u:話0138-23-1276(両町労働基準監信者}

11 01l ~ 23 1 -961 }(北海道労働基懲同lt金聾)

のいずれかへお問い合わせください。

418 3.337 r毎

さ
ん
に
は
ま
だ
る

っ
こ
い
の
で
し

ょ
う
。

即
効
の
あ
る
こ
と
を
し
た

が
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
こ
ど
も

に
ペ
ン
キ
を
ぬ
る
よ
う
な
も
の
で

す
@ペ

ン
キ
は

一
日
で
色
が

つ
き
ま

す
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
は
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
空
気
の
教
育
を
し
ま
し

ょ、ヮ。

[自〕( 9 ) 



横診を受けて明るい家庭づくり

なの
③月号

みん

固
有
鉄
道
経
話
再
建
促
進
法
が
、

昭
和
町
年
内
M

月
幻
日
付
で
制
定
さ
れ
、

以
来
こ
の
対
策
と
し
て
瀬
棚
線
の
廃

止
反
対
運
動
や
国
鉄
利
用
者
向
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
補
助
制
度
を

設
け
る
な
ど
の
迎
動
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。今

、
こ
こ
に
至
り
、
高
校
通
学
の

足
の
問
題
を
始
的
、
国
道
の
繋
備
等

の
難
問
は
あ
る
が
「
パ
ス
転
換
や
む

を
得
な
い
」
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

こ
と
。
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
経

営
も
無
理
」
と
あ

っ
て
は
、
パ
ス
転

換
を
了
魚
せ
ざ
る
を
併
な
く
昨
年

ロ
月
幻
日
沿
線
関
係
四
町

の
合
同
議

、

• • 

項 目 出ていただ〈方 まI!する日 F年 UlJ 対緑地 区 ~ 8隆 会 場 備 考

一 般相談 会 it 民 3日。見 10 :∞ー15: 00 全 地 区 老人制祉センタ 世康相Ig実・保世指導

" " 10日(月) " 町民センタ ー " 

① " " 17 EIIIII " " 老人柄批センタ

" " 24臼帥 " " 町民センタ " 

" " 31日間 " " " 

1成 6ヶ月児値珍
生植 畳付時HH 医師珍眼前科医師監察
1.7成 1.8歳児 12: 30-13 : 00 業婆折崎、即位指導

② 6 B肘 全 2也 国 H 

干し児相時 lt:l象6、9ヶ}-J~且 " 1:，飽指持
9:30-10:00 

③ 妊掛相時 妊耐の方 11日(刈 " " 
植尿‘血液検査‘予診体重副定

12: 45-14: 00 診察、保瞳栄養指岬歯科枯導

@ 無医地区巡回診蝶 日進地区住民 11日凶 " 日進地 区 舟 <f) 家 診時科目外科 料金無料
1'1: 00-15咽 00

身体刑制保阻指噂、医師による

乳児随 珍 4、 7、10、12 " 
診療 jijl刊日持

⑤ 
ずf 児講 座 ヶ n~ι

20日嗣
12: 30-13 : 00 金 i也 区 町民センター

神経一位

⑥ >>~ KIl 健診
2.， Hと251-1以

27日同 13: 00-14: 00 " 今金保随所 コ削節X臨写真
上向乳児

員
協
議
会
を
開
催
、
検
討
を
し
た
が

「
パ
ス
転
換
や
む
な
し
」
の
方
向
と

な
っ
た
。

第
凶
回
目
的
瀬
棚
線
判
定
地
方
交

辿
線
対
策
協
議
会
々
識
が
2
月
3
日

同
館
市
に
於
て
附
川
問
、
パ
ス
転
換
す

る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
た
。
市
民
に
、

2
月
6
日
地
元
瀬
棚
線
存
続
則
成
会

今
金
支
部
総
会
を
開
催
し
て
経
過
を

報
告
、
国
鉄
利
用
者
に
対
す
る
補
助

制
度
を
肱
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

寸
利
用
者
の
補
助
金
」

「
交
付
制
度
の
廃
止
し

平 病 院(北検山)

平 病 院 ( 1/ ) 

岩 1m 医院(今金)

北檎山阿]国保病院

今金山]国保病院

富 田 医 院 ( 今 金 )

日

日

日

日

日

日

16 

23 

21 

30 

2 

9 • • 
こ
う
し
た
実
状
か
ら
、

国
鉄
利
用

促
進
の
た
め
に
交
付
し
て
い
た
補
助

制
度
を
引
年
3
月
別
日
を
も

っ
て
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、

3
月
幻
日
ま
で
に
回
数
券
の
購
入
、

団
体
旅
行
で
日
数
が
ま
た
が
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
補
助
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

今
後
、
パ
ス
転
換
に
あ
た
り
‘
幹

事
会
を
設
け
て
作
業
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
、
具
体
的
に
検
討
を
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
幹
事
会
内
メ

ン
バ

ー
に

は
‘
「
地
元
町
、

m
H
函
局
、
迎
輸
局
」

が
入
り
方
向
づ
け
を
し
て
行
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(10) 

訂正お詫びについて

8Pの歳末たすけあいの欄で「野呂印刷」

は「野宮印lMJ 10Pおたんじよう欄の riJ.主

辺it選」は「渡辺覧選J 10 Pおくやみ側の

「申告白liiili武雄」は「松浦武雄」の誤りですの

で訂正 Lてお詫ぴ申し上げます。

..，略

、ー

つ

食
塩
を
と
り
ず
ぎ
る
と
高
血
圧
を
ま
ね
く
大
き
な
要
因
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
食
塩
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
血
圧
を
上
げ

る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。
一
高
血
圧
に
な
る
と
動
脈
硬
化
や、

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈
一
目
印

g
以
下
に
し
ま
し
ょ
う
。〉

塩
分
を
減
ら
す
工
夫

①
つ
け
も
の
は
少
量
に
す
る
。

②
つ
く
だ
に
、
う
め
ぼ
し
、
塩
魚
、

ひ
か
え
る
。

③
汁
も
の
を
ひ
か
え
る
。

④
煮
も
の
、
妙
め
も
の
な
ど
の
味
付
け
を
務
く
す
る
。

⑤
昧
の
つ
い
て
い
る
食
品
に
は
調
味
料
を
か
け
な
い
。

⑥
し
よ
う
ゅ
は
だ
し
で
苅
.
め
て
お
く
の
も
よ
い
。

⑦
天
ぷ
ら
に
は
し
よ
う
油
を
か
け
な
い
。

③
サ
ラ
ダ
や
妙
め
野
菜
の
献
立
を
。

⑨
温
、
し
よ
う
油
よ
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ケ
チ
ヤ

y
プ、

ツ
シ
ン
グ
を
使
う
。

⑬
酢
、
香
辛
料
を
じ
よ
う
ず
に
使
っ
て
、
塩
を
へ
ら
す
。

モ
ン
、
ゆ
ず
を
利
用
し
よ
う
。

⑪
か
ま
ぼ
こ
、
ち
く
わ
、
ハ
ム
な
ど
の
加
工
保
存
食
品
を
と

り
す
ぎ
な
い
。

⑫
み
そ
汁
は
薄
味
で
、
実
を
多
く
す
る
。

⑬
め
ん
類
の
汁
は
全
部
の
ま
な
い
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
はレレ

〕-1
 

〔



今金町民センタ ーE圏直室副国Dーー舎金町奨学資金 |
管理人

の

家庭奉仕員

募 集

の

(貸付希望者ヘ 集募

@申込資格
1名(女性)。募集人員

ボイラー運転免許の有する
35-40歳Iで齢@年

または免許取得見込み、者、
3月20日tで。申込期日

夫婦住みこみ可能な方に限り

ます。

。申込期限
普通自動車の免許のあ

3月15日履歴害を添えて、
る方で老人介護に軌曹、と

までに町民センタ 長に申込
誠意のある方を求めます。

んで〈ださい。

定@決※詳細についてのお問い

面談により決定 Lます。合わせは、社合福祉協議

※詳細についての問L、合わせ会事務局(老人福祉セン

昭和61年 4月か勺修学される学生

で、奨学資金を希望の方は、 3月25
日正てeに申込んで〈ださい。

@貸付対象者は

今金町に居住する者向子第で次の

条件を備えているニと 。

(1)高等学校及U大学に進学を希望

する者。

(2)学資の支払うことが困難と認め

られる者。

(3)身体健康、学業成績優秀、性行

善良である者。

@貸付額

高等学校 l人月額 8，000円以内

大 学 l人月額15，000円以内

大学院 l人月額18，000円以内

東貸付金は無利子

@償還

卒業後 6ヵ月すえおき、 10年以内

の年賦償還です。

詳しくは教育委員会へH(ID0111内70

に履歴書を添えて申込

んで〈ださい。

@申込資格

C 

は町民センタ 正て"@0631まで電話②1502タ内)

><><>く><><>く:x:><:;.-:: :>く><.>圃，><>く><><>圃<>く><>曜<><.>く><><><.:>唱ぐ:::-:::x:>く><><>く><><>圃<><

露鼠品曾お宮国嫡髄・自陣編瞳量

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

に

し

ん

通

服

を

ら

の

、

実

く

車

り

土

ガ

向

疋

る

目

対

着

守

で

て

を

を

ト

つ

服

命

イ

ま

の

、

ラ

正

う

色

て

の

に

よ

い

し

車

錨

し

る

り

る

を

ま

明

疋

く

の

ち

、

い

ら

路

待

も

周

ガ

道

を

に

を

。

罰

、

の

他

材

う

、

は

る

の

器

よ

だ

き

ぎ

モ

射

し

ぎ

と

過

反

ま

だ

り

ラ
イ
ト
と
反
射
器
材
が

あ
な
た
を
守
る

つ

。

で

芯

り

を

こ

貝

の

備

大

も

す

け

一

芯

と

い

く

車

整

る

ト

ま

芝

パ

は

こ

な

よ

動

を

守

イ

け

す

イ

て

る

け

が

自

材

を

フ

か

ら

一

ヲ

れ

げ

い

物

ら

と

器

号

に

貝

照

ド

忘

あ

は

害

か

こ

射

自

中

を

を

の

も

に

て

樟

方

る

反

た

夜

人

向

他

と

次

つ

の

後

え

り

な

と

る

万

を

ご

、

乗

よ

ル

回

目

た

あ

い

行

u

る

き

、

路

と

ト

く

け

、

す

ら

て

進

在

あ

と

に

道

こ

一
よ

つ

り

で

か

つ

の

奇

で

る

章

。

の

る

メ

て

を

あ

の

い

走

分

、

の

乗

転

写

ル

あ

0
し

ト

で

怠

る

で

自

の

も

に

自

ま

ト

で

叩

う

イ

ル

H

明

車

、

車

る

車

い

い

一

さ

は

照

一

つ

一
具

ガ

範

は

転

せ

転

な

て

メ

る

何

で

、

ル

身

灯

自

ト

自

ら

。

白

い

つ

ゆ

明

器

ト

り

は

譲

街

に

イ

、

知

ん

間

て

な

方

る

射

イ

ま

の

い

ず

一

つ

く

に

せ

夜

え

に

一酌

え

反

ラ

つ

る

芯

げ

な

ど

ま

備

と

①

②

す

切

刷
②
0
1
4
・1
番

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

( 

( 12) 


